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３月に入って１日学校へ来て、即休校と

いう不測の事態となりました。正に国難、

緊急事態です。子どもたちの健康、安全を

第一に考えたならば致し方ありません。そ

して、今日まで事故、事件等がない状況

は、保護者の皆様、地域の皆様、市当局の

方々のご支援、ご協力があったればこそと

感謝申し上げます。本当に、本当にありが

とうございました。学習につきましては、

ほぼ履修済みではありますが、国語、社

会、その他制作物等に若干の未学習があり

ました。休校中の課題、春季休業中の学習で補うつもりでいます。

ご理解、ご承認をいただきたいと思っています。 

さて、この１年間は、「地域と協働」をテーマに活動を展開して

きました。どの学年も「本物体験」「人との関わり」「地域、保護

者、社会への発信」を具体的な活動の中に盛り込み、推進してきま

した。 

上記の三つの取組は、どれも教室の外に飛び出していくことで

す。子どもたちの学びは、今や教室の中、学校の中では収まりきれ

ないものです。そして、それこそが、学びを広げ、深め、高めてい

くことにつながります。 

①本物との関わりには、嘘はありません。新鮮であり、温かく、 

厳しく、感動がそこに存在します。 

②人との関わりは、意思の疎通があり、必ずコミュニケーションが 

 存在し、新たな感動や考えが生まれます。また、人の温かさ、 

 

 

教育目標  学び続ける子 互いに認め合う子 健やかに育つ子 
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３学期最後の日 卒業生への色紙贈呈 



厳しさ、優しさは、生きるエネルギーになります。 

③様々な方への発信は、自分たちの考え、行動を出せる自己実現ができます。さらに新た

な提言、提案は自分事として考え、その責任を担うことになります。責任があること

は、やりがい、生きがいとなり、生き方を変えていくことにつながります。 

これらの活動が、スムーズに進められたのは、保護者の皆様のご理解と磯部地域の皆

様、そして公民館、各町内会長様、磯６クラブ様のご支援があったからです。本当にあり

がとうございました。 

子どもが減り、P数が減る中、皆さんのお力が頼みです。「小規模校は弱みではなく、

顔が見え、いつでも話せる、いつでも駆けつけられる強みであること」を再確認した一年

でした。心より感謝申し上げます。来年度もよろしくお願いします。 

子どもたちが、元気に新年度が始められますよう、ご協力をお願いします。 

この一年間、ホームページで子どもたちのがんばりを綴ってきました。４月１日から

数えて約２００回更新しました。ぜひ、ご覧いただき子どもたちの成長を一緒に感じて

いただければ幸いです。 

URL  https://www.itoigawa.ed.jp/isobesho/otayori/index.html 
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これまでの活動でお世話になった方々をお招きしての感謝の会を行いました。５・６年

生は、春から「メギスで磯部をプロデュース」ということで総合的な学習の時間に取り組

んできました。積み重ねてきた学習の成果から、メギスを今人気のタピオカ風にアレンジ

して「タピオカ風つみれ汁」を調理し、味わことになりました。 

メギスの特徴がしっかりと口の中に残るように、卵と片栗粉を配合し、タピオカ風に丸

めていきます。小さく丸めることに奮闘していました。会食中

には、各班からメギスクイズやメギス人形の作り方の説明など

をして楽しませてくれました。最後には、一人ひとりがメギス

の学習から学んだことを自分の言葉で語ってくれました。たく

さんの人との関わり合い、メギスのよさを再発見し、たくさん

の学びから視野を広げることができました。お世話になった

方々に、感謝の気持ちを伝えることができました。 

 

 

 

ＰＴＡと公民館のパートナーシップ事業で「たたみおり染め体験」を実施しました。参

加者は、子どもと大人で 16名の参加でした。今回は講師に、藤崎にお住まいで「Zakka 

Tree」（ザッカツリー）を経営されている今井様にお越しいただきました。 



まず、手ぬぐいかバンダナを選び、蛇腹折りしていきます。正

方形や二等辺三角形、正三角形に折り、輪ゴムでしっかりまとめ

ます。次に、染めに入ります。頂点や辺を思い思いの色に染めて

いきます。どんな染め物になっているのかは、ゴムを外してみる

まで分かりません。３回、４回と色染めを行ったあと、いよいよ

広げてみます。世界に一つだけの作品が出来上がりました。今井

様からのアドバイスがとっても子どもたちに分かりやすく、みん

な違った作品を仕上げることができました。ありがとうございま

した。 

 

 

 

恒例の大なわ大会を昨年同様、６つの縦割り班をくじ

で２つずつ合体させたチームで行いました。１月から少

しずつ昼休みを活用しながら練習を積んできました。３

分勝負ですが、１分 30 秒たったら、回す人も交代とい

うみんなが跳べるようにとのルールがあります。昨年出

したベスト記録は、164 回。この記録に挑戦してきた３

チームですが練習段階での最高記録は、122回、161回、

166回（記録更新）でした。この記録をさらに更新しようと、どのチームも気合い十分でし

た。結果は、新記録 193回が誕生しました。すばらしい記録が生まれました。 

 

 

 

今年は３・４年生で二分の一成人式を行いました。生

まれて９年または 10 年。これまでたくさんのことを学

び、そしてこれからもたくさんのことを学ぶ一つの節目

です。３・４年生の時期は、小学校では、ちょうど中間

折り返しです。家族から、地域人へ視野が広がり、たく

さんの人とかかわりを持ちながら自立していくとても

大事な時期です。そして、とってもパワーを感じる学年、学級です。 

会の後半では、将来の夢や得意技発表をしました。とても分かりやすく、そして子どもら

しい発表内容でした。４年生は、将来なりたい職業が多かったですし、３年生は、今最も得

意にしているものや好きなことを発表していました。両学年の発表からは、家族との結びつ

き、絆の深さを感じることができました。これからも、家庭でも将来のこと、がんばってい

ることを語り合い、感謝の思いを家族に伝えながらがんばってほしいと願っています。 

 

 



 

 

本年度も１年間、楠田さんから全校に読み聞かせをしていただきまし

た。３月３日から新型コロナウィルスの感染拡大防止のため臨時休校と

なるため全校朝会をしました。ちょうど楠田さんの読み聞かせの日と重

なり、全校で感謝の気持ちを伝えることができました。また楠田さんか

ら「どっち？」という絵本をいただきました。１年間、学年部毎に、様々

な本を楽しく読み聞かせていただきました。本当に感謝します。 

 

 

 

 

※新型コロナウィルス感染症対策のために３月３日から臨時休業になっていますので卒業

式は、卒業生と保護者で行います。また、26日の離任式についても実施しません。 

 ４月８日（水）の入学式については、来賓の皆様のご出席を見合わせ、在校生と職員で行

います。 

※ＰＴＡでは、４月２４日に「いそべの会」を計画しています（別紙）。原則、保護者は全

員出席でお願いします。地域の皆様もぜひご参加ください。 

日 月 火 水 木 金 土 

３月 

２２日 

 

２３ 

 

２４ 

卒業式 

2５ 

春季休業 

4月 6日まで 

２６ 

離任式 

 →中止 

２７ 

 

２８ 

 

４月 

５日 

 

６ ７ 

新任式 

始業式 

８ 

入学式 

９ 

1年生下校指導 

１０ 

１年生下校指導 

発育測定 

視力・聴力検査 

１１ 
 

１２ 
 

１３ １４ 

地区児童会 

集団下校 

１５ 

発表朝会 

 

１６ 

全国学力学習状

況調査（6年） 

１７ 

委員会活動 
いそべ塾 
ＰＴＡ委員会 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

 

２１ 

避難訓練 

 

２２ 

耳鼻科検診 

 

２３ 

知能検査（３、

５年） 

2４ 

学習参観 

ＰＴＡ総会 

学級懇談会 

いそべの会 

2５ 

 

２６ 

 

２７ 

 

２８ 

眼科検診 

２９ 

昭和の日 

３０ 

 

５月１日 

1 年生を迎える

会 

２ 


